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当面のスケジュール
11月 1日（金） アヒルの会

11月 7日（木） パソコン勉強会

11月11日（月） パークゴルフの会

11月16日（土） 料理を楽しむ会

11月18日（月） パークゴルフの会

11月19日（火） 学習会

11月21日（木） パソコン勉強会

11月1日、15日、22日、29日（金）

囲碁を楽しむ会

ま
た
、
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト

ン
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
・
ス
コ
ッ

ト
共
著
の
『
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
ー

人
生
１
０
０
年
時
代
の
人
生
戦

略
』
に
よ
る
と
、
国
連
は
、
２

０
０
７
年
に
生
ま
れ
た
日
本
の

子
供
の
半
数
は
、
１
０
７
歳
ま

で
生
き
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
な
る
と
、

８
０
歳
・
９
０
歳
を
生
き
る
こ

と
は
ご
く
当
た
り
前
に
な
っ
て

き
ま
す
。
長
寿
化
の
恩
恵
に
最

大
限
浴
し
た
け
れ
ば
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
は
、
こ
の
世
に
生
を

受
け
、
１
０
代
で
学
び
、
２
０

代
か
ら
働
き
、
６
０
代
で
引
退

す
る
と
い
う
３
ス
テ
ー
ジ(

教
育

→

仕
事→

引
退)

が
普
通
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
教
育→

仕
事

→

教
育→

仕
事→

社
会
貢
献
な

ど
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生

が
一
般
的
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
寿
命
が
延
び

る
こ
と
は
老
い
て
生
き
る
期
間

が
長
く
な
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

若
々
し
く
生
き
る
期
間
が
長
く

な
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
に

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

高
齢
期
に
な
っ
て
必
要
な
の
は
、

①
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め

に
健
康
な
身
体
を
作
る
。

②
労
働
人
口
が
減
少
す
る
社
会

を
支
え
る
た
め
に
就
労
寿
命
を

延
ば
す
。

③
高
齢
者
も
可
能
な
範
囲
で
社

会
を
支
え
る
た
め
に
「
生
涯
現

役
社
会
」
を
実
現
す
る
。

④
そ
し
て
「
居
場
所
」
を
作
る

こ
と
で
す
。

第
一
の
居
場
所
は
「
家
庭
」
、

第
二
は
「
学
校
・
職
場
」
で
し

平
塚
Ｍ
Ａ
Ｃ
の
活
動
で

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
を

飛

翔

高
齢
者
に
と
っ
て
必
要
な
の

は
自
律
す
る
こ
と
で
す
。
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
り
、
精
神

的
・
経
済
的
に
自
律
し
、
生
活

も
自
律
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
実
践
す
る
た
め

に
は
、
人
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

目
的
を
持
ち
、
成
長
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
が

美
し
く
生
き
る
こ
と
、
『
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
エ
ー
ジ
ン
グ
』
な

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
話
で
、
私

た
ち
が
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て

い
っ
た
ら
よ
い
か
、
皆
さ
ん
、

何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
野

耕
一

記

20

周
年
記
念
特
集
号

概
要
決
ま
る

次
郞
、
杉
山
孝
司
、
山
本
和
昭
。

(

敬
称
略)

ま
た
、
記
念
誌
の
概
要
と
し

て
は
、
平
塚
Ｍ
Ａ
Ｃ
の
発
足
の

経
緯
と
歴
史
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
・
構
成
員
、
歴
代
会
長
か
ら

の
寄
稿
、
各
部
会
活
動
の
状
況
、

そ
し
て
、
既
に
会
員
の
皆
様
に

お
願
い
し
て
い
る
「
平
塚
Ｍ
Ａ

Ｃ
と
私
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
の

寄
稿
と
言
う
構
成
で
す
。

20
年
と
い
う
節
目
に
向
か
い
、

た
が
、
第
三
は
平
塚
Ｍ
Ａ
Ｃ
の

よ
う
な
「
地
域
社
会
」
で
す
。

地
域
社
会
は
お
互
い
に
利
害
関

係
が
な
い
し
、
居
心
地
が
良
い

し
、
や
り
た
い
こ
と
が
出
来
る

し
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
の
で
す
。
友
人
に
自

分
の
病
気
や
家
族
の
こ
と
を
話

す
と
、
友
人
も
そ
の
こ
と
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
う
し
て
、
多
様
な
生
き

方
の
で
き
る
自
分
ら
し
い
人
生

設
計
を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
で
し
ょ
う
。

学習会

来
年
6
月
に
平
塚
Ｍ
Ａ
Ｃ
は

発
足
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
4

月
の
定
時
総
会
に
て
提
案
が
あ

っ
た
よ
う
に
飛
翔
の
記
念
号
を

出
す
べ
く
実
行
へ
の
体
制
が
決

ま
り
、
記
念
誌
の
概
要
も
見
え

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
実
行
委
員
長
に
は
池

田
会
長
が
就
任
し
、
そ
の
他
委

員
は
次
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

大
野
耕
一
、
谷
厚
太
朗
、
西

田
良
雄
、
高
橋
国
夫
、
宮
武
祥

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
整
理
し
形

に
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら
の

平
塚
Ｍ
Ａ
Ｃ
の
更
な
る
発
展
に

向
け
て
、
特
集
号
編
纂
へ
の
皆

様

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

20

周
年
記
念
実
行
委
員
会

学
習
会
の
お
知
ら
せ

11

月
19

日
（
火
）
14

時
か
ら
、
「
会
員
と
共
に

学
ぶ
」
を
、
次
の
内
容
で

開
催
し
ま
す
。

①
講
師
：
及
川
愼
也
さ
ん

「
作
家
遠
藤
周
作
に
つ
い

て
」

②
新
入
会
員
に
よ
る
座
談

会
。

申
込
は
、
村
松
一
男
さ
ん

ま
で
。

下
記
が
連
絡
先
で
す
。

令
和
元
年
第
２
回
の
学
習
会
は

『
人
生
1
０
０
歳
時
代
を
ど
う
生

き
る
か
？
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

９
月
25
日
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
エ

ー
ジ
ン
グ
協
会
代
表
理
事
の
浦
田

健
一
郎
氏
か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
や
、

わ
が
国
の
高
齢
化
率(

総
人
口
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
27
・

3
％)

は
世
界
最
高
水
準
に
達
し
、

２
０
３
０
年
に
は
30
％
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
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